
琉 球 大 学 法 文 学 部

市 民 講 座
第１０回 地域貢献フォーラム IN

宮古2015

14：00～17：00
11月15日日

入場無料

場所：宮古島市中央公民館
（琉球大学サテライト宮古島キャンパス）
宮古島市平良字下里315

主催：琉球大学法文学部

お問い合わせ：琉球大学法文学部・観光産業科学部総務係 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 TEL.０９８－８９５－８１８２

講 演
テーマ

辺野古公有水面埋立（新基地建設）
問題と地方自治の保障

　沖縄問題の最大の問題は基地問題であり、それ
は基地に起因する人権・環境・自治権侵害などの問
題である。日本という国家は、沖縄問題への関わり
において、３つの顔を使い分けている。「外見的法
治国家としての顔」、「対米国従属（主権制限）国家
としての顔」、「私人なりすまし顔」である。これらの顔を使い分けながら、
日本政府が、憲法的価値や憲法体系を浸蝕している現実を、沖縄の基地問題、
特に、辺野古新基地建設問題を法的に検討する中で明らかにし、私たちの
生活にとって民主的地方自治の在り方が、いかに重要なのかを考察する。

講 師 徳田  博人
琉球大学 法文学部 教授

講 演
テーマ

米軍基地問題と東アジアの
国際環境

　沖縄本島に米軍基地が集中していることについ
て、沖縄の地政学的特徴がその理由であると主張
する人たちがいます。また、普天間基地を返還する
代わりに辺野古に新しく基地を作ることについて、
中国の脅威や領土問題を指摘する議論があります。
しかし、これは、東アジアの国際環境をどう理解し、どのような安全保障政
策を構想するのか、で随分と結論が変わってくる話です。今回は、こうした
事を念頭において、沖縄を取り巻く東アジアの国際環境について、皆さん
と一緒に考えてみたいと思います。

講 師 星野  英一
琉球大学 法文学部 教授

宮古総合実業
高等学校

宮古島市
中央公民館

ホテル
サザンコースト
宮古島



第12回

琉球大学法文学部
市 民 講 座

第11回

14：00～17：15
【場 所】具志川農村環境改善センター

（琉球大学サテライト久米島キャンパス）
久米島町字仲泊７３０番地

平成27年

University of the Ryukyus Faculty Law and Letters

11月22日（日）
【講 師】
兼本　   円（琉球大学法文学部　教授）
島袋　盛世（琉球大学法文学部　准教授）
髙良　宣孝（琉球大学法文学部　准教授）

【講演テーマ】
（第一部）
「知っているようで知らないことばと文化の魅力」
（第二部）
「比べて初めて分かることばと文化の魅力」

13：30～16：30
【場 所】石垣市立図書館
        　（琉球大学サテライト石垣キャンパス）

石垣市浜崎町１丁目 1番地

平成28年

1月下旬予定
（第一部）
【講 師】
鈴木　良 （琉球大学法文学部　准教授）
【講演テーマ】
「ノーマライゼーションからインクルージョンへ
～障害者福祉の変革の動向～」

（第二部）
【講 師】
後藤　雅彦（琉球大学法文学部  准教授）
【講演テーマ】
「八重山の先史文化とその周辺」

地域貢献
フォーラム
今 後 の 予 定


